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ヨーク’を供試し，2010 年 10 月 26 日に播種した．閉
鎖系苗生産システム（苗テラス，MKV ドリーム㈱）を
利用し昼温 25℃，夜温 20℃，日長 12 時間，CO2 濃度






び低段栽培ともにランダムで 4 スラブを選び，1 スラブ
当たり 4 株ずつ，合計 16 株を対象に調査を行った．
配置した 10.8m のベッド間隔は 1.8m で，多段栽培
では，ロックウールスラブ（900 × 150 × 75mm）あ
たり 4 株ずつ定植し，2.47 株 / ㎡の栽植密度で高さ
2.8m のハイワイヤー誘引栽培（糠谷，1997）を行った．
低段栽培では，ロックウールスラブあたり 8 株（4.94
株 / ㎡）ずつ定植し，第 3 段花房が開花時に花房の上に
2 葉を残して摘心した． 低段栽培では，第 3 段の果実の
収穫終了後，改植を行った．改植は 30 日育苗した苗を
用い 2010 年 4 月 8 日と 7 月 8 日に行った．多段および
低段栽培ともに 12 スラブずつ定植し，掛け流し式の養
液栽培（大塚 A 処方，EC1.8 dS・m-1）を行った．多段












タネ㈱ ]，‘ピコ’，‘イエローピコ’ [ 以上，タキイ種苗
㈱ ]），中果系（‘グルメ’ [ 中原採種場㈱ ]，‘レット
オーレ’ [ カネコ種苗㈱ ]，‘ルイ 60’ [ タキイ種苗㈱ ]），
大果系（‘桃太郎ヨーク’，‘ハウス桃太郎’ [ 以上，タキ
イ種苗㈱ ]，‘麗容’ [ サカタのタネ㈱ ]）を用いた．11 月
29 日にロックウールスラブあたり 4 株ずつ （2.47 株 /











　a トマト残渣からの CO2 発生
中野ら（2010）が用いた攪拌装置（業務用生ゴミ処
理機，SN-150F 型，瀧澤㈱）を利用し，トマト残渣から
発生する CO2 の発生状況をモニタリングした．2010 年
1 月 12 日に装置内にオガクズ 1.5m3 を充填し，その後，
トマト生産に伴い生じる茎葉および果実を随時投入し，
図－ 1　多段栽培 ( 上 ) と低段栽培 ( 下 ) の様子
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1 時間毎に攪拌するようにした．攪拌装置の排気口には
CO2 センサー（MA500，㈱チノー）を設置し，3 月 11
日から 3 月 15 日まで測定を行った．
なお，トマト残渣からの発生ガスがトマトに及ぼす影
響を確認するため，図－ 5 左のように攪拌装置の排気
口に簡易ハウス（幅 3.4 ×奥行 1.5 ×高さ 2.5m）を設
置し，排気ガスの有無の条件下でトマト栽培を行った． 
2010 年 5 月 21 日に攪拌装置にトマト残渣（茎葉 + 果
実 500 ㎏）とオガクズ（1.5m3）を混合し稼働させた．









関係を調べるため，図－ 2 に示した断熱性容器（幅 49
×奥行 24 ×高さ 32cm）にチップ状にしたトマトの茎
葉のみを 25L（11.6 ㎏）入れ，コンプレッサを利用して























ガクズの C/N 比は，それぞれ 18.3 と 149.9 であり，含















実験終了時までの収量は多段栽培が 26.3 ㎏ / ㎡で低
段栽培の 18.0 ㎏ / ㎡に比べて高かった．しかし，多段
栽培と低段栽培の残渣発生量は，それぞれ 11.8，15.4 ㎏
/ ㎡であり，低段栽培の方が 30％多かった（表－ 1）．
この量を収量 1kg あたり残渣発生量に換算すると，多
段栽培は 0.45 kg で，低段栽培は 0.86 kg であった．総
生産量（収量＋残渣）に対する割合も低段栽培が







栽培期間中の収量は大果系トマトが 26.6 ㎏ / ㎡で最
も高く，小果系トマトが 17.7 ㎏ / ㎡で最も低かった．
しかし，残渣発生量については収量のような有意な差は
なかった．総生産量に対する残渣の割合は，小果系が
43.1% で，収量あたりの残渣発生量は 0.76 kg/kg とな
り，他のタイプに比べて最も高かった．また，小果系で
は残渣の 93.6% が茎葉であったのに対し，大果系では





　a トマト残渣からの CO2 およびアンモニアの発生
図－ 4 には残渣処理時の CO2 濃度変動を示した．外
気の CO2 濃度は 400μL・L-1 に安定しているのに対し，









　b トマト残渣からの CO2 およびアンモニアの発生
図－ 6 には断熱性容器に入れたトマト残渣の温度と，
排気口に設置したアンモニアガスセンサーの測定結果を
示した． 残渣の温度は実験開始後 3 日目に急激に上昇し，
約 40℃に達してからその後，徐々に低下した．アンモ


















しなかった区では開始 24 時間後から 15℃だった温度が










実験開始 3 日目から温度が急激に上昇し，4 日目にピー
クがみられたが，2：1 に混合したものは 19 日目に温度
のピークが現れた．トマトとオガクズを 4：3 と 1：1 に
混合した区では 30 日間温度の上昇は確認できなかった．
図－ 4　残渣から排出されるガス中の CO2 濃度
（測定日：3 月 11 日～ 15 日）
図－ 5　実験に用いた簡易ハウスの簡略図 ( 左 ) および



























多段栽培の 0.45 ㎏に比べて約 2 倍の量であった．これ
は，栽植本数や作付け回数の差による影響が大きいと考
えられるが，本実験では，低段栽培の栽植本数を 10a













































量の変化をもとに，トマト 40 ㎏ / ㎡を生産した場合， 







































量は，それぞれ 11.9，15.4 ㎏ / ㎡であった．品種タイプ
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Summary
　We quantified the residues resulting from greenhouse tomato cultivation. The amount of residue from 10 
months' high-wire cultivation was 11.9 kg/m2, and that from 10 months' low-node-order pinching cultivation was 
15.4 kg/m2. The amounts of residues produced from cultivation of several tomato phenotype(cherry, with 
medium-sized fruits, and with large fruits) were similar, at about 12 to 13 kg/m2. However, the amounts of 
residue produced from various organs (leaf, stem, and fruit) differed among cultivation systems and phenotypes.
　We also examined the variations in temperature and in CO2 and NH3 production during composting of the 
tomato residues. CO2 was produced at high levels during composting. The pattern of production of ammonia was 
similar that of the temperature variation of the composting residues，and ammonia generation was abundant in 
the early stages of composting. The temperature of the composting residues changed with the season and with 
the rate of mixing with sawdust.
Accepted; October 11, 2012
　Vegetable Production Technology Division
　40-1 Minami Nakane, Taketoyo, Chita, Aichi 470-2352 Japan
